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この度、栄誉ある⼟⽊教育賞を受賞することができ、⼤変光栄に思っております。本受賞

は私⼀⼈の⼒では決して成し得なかったものであり、⽇々惜しみない⽀援をくださった岩
本先⽣、⽩柳先⽣をはじめ、多くの⽅々のご⽀援があったからこそです。この場をお借りし
て、⼼より感謝申し上げます。私はこれまで⾼専で培った専⾨知識や技術を軸に、ビジネス
コンテストや各種コンテスト、研究発表、さらには地域社会との接点を持つボランティア活
動へと積極的に挑んできました。それらの取り組みを通じて、「⼟⽊」という分野が持つ可
能性と社会的意義の重要性を実感する機会に数多く恵まれました。今回そうした実践的な
活動を評価していただけたことは私にとって何よりの励みであり、深い喜びです。 
この受賞をひとつの節⽬とし、これからも社会の変化や課題に向き合いながら、実直に、そ
して柔軟に学びを重ね、より良い未来を築く⼀助となれるよう努めてまいります。 
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